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わが国消費者金融の新現象
矢　島　保　男
　ごく最近，すなわち昭和52～53年において，わが国の消費着金融には注目す
ぺきいくつかの新現象が現われた。すなわち都市銀行によってキャッシュカー
ドを媒体にして始められた小口貸付，住宅ローンの金利引下げ，教育ローンの
全面的な実施，サラリーマソ金融に対する杜会的批判等々である。本稿はこれ
らについての間題点を明瞭にし，わが国消費者金融の動向を探ろうとするもの
である。
1．最近の全体的な動向
　わが国の消費者金融は消費者信用と住宅信用とに犬別されてい乱そして消
費者信用のなかは，耐久消費財（乗用車，家電製品，ベヅド，楽器等）の購入
資金と教育，旅行，医療等のサービス購入資金，およびその他の資金（使途を
　　　　　　　表1貸出金総額に占める消費老金融（昭和52年末）
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特定しない一般資金）が入っている。そして住宅信用は個人住宅の建築，改築，
購入の資金と宅地購入の資金とが含まれている。昭和52年末現在の都銀，地銀，
相銀，信金のそれぞれの両信用の合計が貸出金総額に占める比重は表1のごと
くである。すなわちいまや消費者金融が貸出総額に占めるウエイトは頗る高く
なり，多くの金融機関で10～15％という比重になっている。だが表2をみると
消費者信用と住宅信用とでは，その趨勢にはっきりした相違があることがわか
る。すなわち消費着信用も住宅信用もともに40年代の初め頃と比較して，現在
ではその絶対額においてきわめて大きくなったが，同時に40年代の後半からは，
消費者信用と住宅信用とでは，その傾向において，次に述べるように，はっき
りした相違がみられるであろう。すなわち（1）消費者信用の伸びは停滞気味で，
残高も一進一退であるが，（2）これに対して住宅信用の方は一貫して犬きな伸び
を示しており，その残高も逓増傾向で，しかも増加率についても，景気の動向
を反映して，その年度によって相当の違いはあるが，40年代前半に比較して衰
えたところがみられない。そこでいまや消費者金融のうち住宅回一ソの比重は
95劣存こもなったo
2．新型ローン（都銀のカード・ローン）の登場
　最近の消費着金融で最も注目すべき現象はr都銀によるサラ金開始」ともい
われ，53年3月に三和銀行が無担保の小日貸付をやり出し，その後，三和とは
少し形式は違うが，同様なことを三菱，富士，住友等の都銀が開始したことで
ある。かかる新しいローソはどのようなものかを一覧表にすると表3のごとく
である。この表でわかるように，かかるロー：■の特色を挙げると次の二つであ
るといえる。す荏わち（1）あらかじめ借手にわかっている信用隈度（50万円）ま
では，キャヅシュカード（CD）を利用して，営業店の現金自動麦払機を通し，
現金が借手に渡される。ω（2）返済方法も契約期間ならいつでもよい（住友だけ
は毎月2万円の返済）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ93
232
表3都銀各行の個人向けカードローソ
富　　士 三　　菱 住　　友 三　　和
対象個人　個人　個人　給与所得者融資限度50万円　　　　　50万円　　　　　50万円　　　　　50万円
利　　　率年9％　　　　年9％　　　　年9％　　　　年9％
期　　　間　3年ごとに更新　1年ごとに更新　1年ごとに更新　3年ごとに更新
融資方法CD（現金自動CDまたは窓CDまたは窓縢CDを利用
　　　　　　支払機）またぱ　口。総合口座の
　　　　　　窓口から。総合　普通預金残高が
　　　　　　藺座の普通預金　なくなった場合
　　　　　　残高カミなくなっ　は自動的に融資
　　　　　　た場合は自動的
　　　　　　に融資返済方法1いつでもよい。いつでもよい。指定の預金口座いつでもよい。
　　　　　！総合口座への入　総合口座への入　から毎月2万円　窓口で返済
　　　　　　金，振り込みが金，振り込みがずつ自動的に返
　　　　　　あると自動的に　あると箇動的に　済。臨時返済と
　　　　　　返済　　　　　　返済　　　　　　の組み合わせも
担　　　　保　たし。連帯保証　なし。連帯保証　なし。連帯保証　なL。連帯保証
　　　　　■人は不要　　　　人は不要　　　　人は不要　　　　人は不要
手　数　料　カード発行時　　500円　　　　　500円　　　　　500円
　　　　　■500円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目本経済薪聞，昭53年7月14目より）
　なお，先行した三和の場合と他の銀行の場合で最も違う点は，三和の場合は
新型ローンと普通預金との組み合せを認めていないのに対し，他の三行の場合
は，普通預金と組み合わせ，普通預金残高がたくなった場合に，自動的に融資
になるよう，普通預金による当座貸越を許している点である。そこでローンを
返済するときに，三和の場合は現金を窓口にもっていくことになるが，他の三
行の場合は「新型ローソの返済」と指定して普通預金に入金すれば，その通り
に処理されることになる。
　以上ρような新型ローンがなぜ登場したのであろうか。その根本的原困は，
近年におげる資金循環の大きな変化からみて，銀行がこんご企業への融資を今
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迄同様には行ないえないことが明らかになり，従って財政への資金導入（国債
消化を含む）とともに，消費老への融資に大いに頼らなければならないという
意識をもつに至ったことのあらおれと考えられる。
　しかし消費者金融を進展させるにしても，これまでの消費者信用を伸ぽすこ
とは，〈1＞のr最近の全体的な動向」でみたように無理であることがわかる。
すなわち既述のごとく，かかる信用はもはや隈界にきてい乱何故にこのよう
になったのかというと，次のことが考えられる。
　これ重での消費者信用の中心は耐久消費財購入資金の供給にあったが，いま
や多くの耐久消費財，ことに家電製品等は各家庭に十分に普及し，各メーカー
はその買い替え需要を期待する状況にあり，今後なにか消費者一般に強くアピ
ールする画期的な新商品が現われないかぎり，その急激な需要増加は望めない。
それにたとえ買い替えが起ったとしても，これまでの高度成長をバヅクに消費
者の貯蓄は可成り増加Lたので（貯蓄増強中央委員会の調査では一世帯当りの
平均貯蓄額は52年に354万円になった），現金で買って割賦を利用しない傾向
が出てきている。このように耐久消費財それ自体の需要の急増が望めないし，
また割賦での購入も停滞気味である以上，これに関係する消費老信用，なかん
ずく耐久消費財購入資金のローンの伸びが停滞してきているのは当然であろう。
　それに，いま一っ考えなけれぼならないことは，これまでの消費者信用のほ
とんどが提携金融であるという事実である。提携金融は耐久消費財の販売ディ
ーラー（ないしその上にある月販会杜）の支払保証があるので，金融機関にと
っては安心して貸せるのでよいが，借手である消費者にとっては，商品の選択
範囲が狭くなるし，r借りた」といっても現金が手渡されるのではないから
（借入額ほディーラーの預金勘定に振込まれる）苛魅カの薄いものである。たと
えば乗用車を購入する場含に，クレジヅト・カード会杜のメール・ローン（カ
ード会杜の会員であれぱ利用できる）や信販会杜のローソを利用して現金を入
手し（これらの場合には金融機関のローソよりも金利は相当高いが），｛到「現金
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で買うから出来るだけ割引くように」と要求して買う方が，有利な場合がある
ことを考えれば，このことがよくわかるであろう。
　以上のことは，これまでの消費者信用がいまや消費者一般にとって必ずしも
歓迎される存在ではなくなったということである。そこで銀行にとっては新し
い消費者信用の開揚が必要となったわげで，既述した新型ローソはまさにその
現われとみることができる。というのは，既述したように，現在では平均貯蓄
額が増大したので，個人はその消費麦出を相当程度計画的に行なうことができ
るようになり，最近ではきわめて個性的な消費，すたわち自分の趣味嗜好に合
った商品を選択する煩向が強くなったといわれるが，このような消費の趨勢に
新型ローソが適応しうる特色をもっているからである。
　新型ローンの特色については既に説明したが，いま一度この点を確認してみ
よう。個人がその支出を相当程度計画的に行ないうるようにたったのであるか
ら，その都度ディーラーによって供与の可否が決められるような信用，たとえ
ぽ割賦販売のようなものを裏付ける消費著信用では，支出の計画性に嵜与しえ
たい。これに対し新型ローソは，いつでも隈度までは信用供与が約束されてい
るのであるから，きわめて消費老志向に合ってい私そしてカード利用は一般
の人々に次第に浸透しており，ことにカードは若い人達に歓迎されているの
で，｛割新型ローソがキャッシュカードを媒体にしていることは，銀行側にとっ
て顧客を管理するのによいというだけではなく，借手に十分受け入れられる仕
組になっているといえる。さらに既述のように，限度まではいつでも現金を引
出せるし，返済もアレンジできて，返済によって儘務額が減れば，限度までは
再び利用できるのであるから，米国の銀行クレジヅト・カードの回転式信用
（revolYi㎎credit）のやり方と似ている。｛4］すなわち新型ローソは，既に絵与振
込みその他で銀行にその出納を一元的にまかせる傾向にある家計に，夫きな支
出弾力性を与えることになるから，この点でも消費老志向に沿っているといえ
る。
　796
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　もっとも，銀行がかかる新型ローンをやり出し得た一つの有力な背景は，そ
の機械化の進展にある。従ってこんごかかる口』ソがどこまで普及するかは，
金融機関全体の機械化がどこまで進むかにかかるであろう。
3．住宅ローンに関係して
　（1）金利の引下げ
　昭和52～53年にかけて住宅ローンについて最も目立った現象は金利の引下げ
である。この期間に表4でみられるように3回の引下げがあった。
　　　　　　　　　表4銀行（都銀，地銀）の住宅ローソの金利　　　　　（年利）
50年　11月
8．4％（1～5年）
8．7％　（6～10毛F）
9，O％（11～20年）
52年5月
8．4％
52年10月
7．92％
53年4月
7．62％
　かかる住宅回一ンの金利引下げは，金利一般の引下げ傾向に沿ったものであ
るが，同時に景気刺激の観点から住宅建設を促進させようとする政府の政策に
沿ったものであるといえる。なお，これは新規口』ンの金利の引下げであるが，
いま一つ注目すべきことは，既往の住宅ローンについても，新金利への調整を
行なうことが，52年5月の金利改正のとき以来やり出されたことである（以前
47年に一度行なわれた）。これは嘗て48年12月に金融制度調査会が答申Lた
r民閻住宅金融のあり方について」のなかで，消費老保護の観点から，新規貸
付金利が引下げられたときには，既往貸付についても調整が行なわれることが
望ましいという考え方が述べられたが，この趣旨に沿うたものである。しかし
その引下げのやり方は，約定利率を変更するというのではなく，金利の引下げ
分に相当する利息を免除するという方法であった。
　既往金利変更の間題はこんご金融機関が一層検討Lなけれぱならない間題で
ある。というのは，住宅ローンはきわめて長期なものであり，銀行がいかに精密
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な調養研究を行なったとしても，住宅ローソの期間である10年とか20年という
長いあいだの経済の動きを予測することは困難であるし，またその間の経済変
動によって借手の予想した返済計画も変更せざるをえなくなることも十分考慮
しなげれぱならないからである。もしも新規ローソの金利の変化に応じて既往
の金利を調整させること，すなわち変動金利制の実施を制度的に整備しようと
するならば，金利の引下げが行なわれたときだけでなく，金利の引上げが行な
われたときにも調整がなされるべきであろう。しかし新規ローソの金利が引上
げられたときに，既往ローンの金利を引上げることは，きわめて難事であろう。
借手からの犬反対が起るし，もしもかかる制度だと，住宅ローンを利用する人
は，いつ金利が引上げられるかもわからないという不安が起り，ローンそのも
のの運営にも支障が起るからである。そこで変動金利を実施する場合，一つの
やり方とLて，既往ローンの金利を上げる場合も下げる場合も，既往の金利と
新しい金利との差から計算された利息分を，上げるときには借手に，下げると
きにば金融機関に，政府が利子補給というやり方で麦給する仕組を採用すべき
こと等を検討すべきである。帽1米国では既往貸付の金利を引上げることが可成
り行なわれているが，その場合，借手に対して相当な猶予期間を与えており，
その期間が終るまでに，旧金利でできるだけ残額を返済させるように，行員と
借手との閥で相談が行なわれている。
　（2）特別搭置
　住宅ローンについて昭和53年度の特別措置として，銀行協会が（1）新規貸付の
初年度返済分の元金据置方式の導入，（2）既往貸付分の返済期閻延長，（3）住宅ロ
ーソ椙談所の設置等が実施されたことも，次に注冒すべきことである。これは，
民間金融機関は既述のように金利引下げや量的拡大で住宅建設に努力してきた
が，政府からの一層の協力要請にこたえたものであったといえ乱（1）について
は多くの銀行が53年3月より実施したもので，住宅金融公庫がかかる措置をと
ったのに倣ったものといえる。借季にとっては，最初の1年閻は元金返済を据
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え置き，利息分だけを支払うのであるから，最初の1年間の負担は軽くて済む。
しかし2年目からは元金返済も始まり，通常の融資期閻の残存期閻で元利均等
分割返済方式が採用されるのであるから，2年以後の支払額はそれだげ多くな
るわげである。ただ最初の1年間は何かと借手の出費（家具や傭品代，税金等）
がかさむので，かかる措置がとられたわけである。（2）は既往の住宅ローンに返済
猶予を認めたものである。これは不況の長期化に伴い，失業とか転職によって
住宅ローソ返済にこまる人カ油てきたので，これに対処するためのものである。
従ってどの借手にも適用されるのではなく，収入が減って返済が困難になった
人で，しかも廷長後も返済を続けられるほどの収入がある人の場合を前提とし
ている。そして返済期問の延長は最長10年で，貸出日から通算25年を隈度とし
てい私（3）は主要都市所在の銀行協会内に，昭和53年4月以降r住宅艀一ン相
談所」が設置されたことである。これまで各地の主要銀行協会にはrよろず相
談所」があり，そこで住宅ローソに関する相談も受付けていたが，こんごは住
宅ローソ専門に受付ける窓口ができたわげで，そこでは住宅取得に当っての資
金計画，住宅回一：■の借入要件，借入れ手続き，返済方法の変更等の相談を受
けている。もっとも相談所では一般的相談を受け，返済方法の変更に関する相
談が寄せられたときなどは，相談所で予傭的な相談を受けて，必要に応じて当
該銀行に連絡L，各銀行が個別に対処Lていくことになってい乱
　（3）住宅ローソと銀行経営
　表1でみたように，金融機関の多くについて，いまや住宅ローソは貸出総額
の10劣を越えるに至っている。このことはこんご金融機関が次の二つの間題を
これまで以上に検討しなけれぼならたいことを意味Lている。すなわちその一
つは住宅ローンの増大に伴う流動性確保の間題であり，いま一つは住宅ローン
増犬と金融機関の経営的採算の間題である。
流動性の問題というのは，金融機関，ことに2年が最長の預金である銀行に
とって，最長20年にも及ぶ長期の住宅ローンを拡大するにしても，このままで
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は限度があるから，その流動性をいかに確保するかということであ乱それに
は既に論じられているように，低当証書や低当証券制度の発展が望まれるし，
さらに低当債券発行の構想等もこんご大いに検討しなけれぱならないであろう。
また経営上の採算の間題というのは，住宅ローンは福祉金融という見地から金
利がとかく低水準に抑えられがちであり，しかも金融取引に不慣れな消費着を
対象にするので，一件当りのコストがかかるので，その量的拡犬の限度を採算
の上から検討しなけれぱならないということである。それにはこんごコストを
いかにして低減させていくかについての方法が，現在以上に検討されなければ
ならないであろう。
　この流動性と採算性の問題にっいての一参考として，米国の商業銀行の場合
をみよう。米因では国法銀行の場合，不動産低当貸付（m0「tgage10an‘こ
のうち約60％が住宅金融である）について，その保有する有期性預金の70％か
ないしは資本金プラス剰余金の100％かのいずれか大きい方を越えてはならな
いという法的制限がある。このように低当貸付を有期性預金の保有額で規制し
ていくということは，既に1913年から行なわれていることで（もりとも規制の
パーセソトは現在まで次第に犬きくなりてきたのであるが），長期貸付の増犬
による商業銀行の流動佳低下を避げさせ，経営の安全性を確保させるためであ
った。しかし現在では米国の商業銀行にとって，有期性預金と低当貸付との関
係は流動性の確保というよりも，収益性の確傑という観点から問題になってき
た。というのは，商業銀行の預金全体のなかに占める有期性預金の比重は益々
犬き’くなりつつあり，低当貸付はいまやその増加する有期性預金のはけ口とし
てきわめて重要だからである。そこで現在の商業銀行では，将来におげる住宅
建設の増加がどのくらいになるかを常に予測し，将来の経営方針を探りている
のである。たとえば5年先くらいまでの毎年の住宅建設資金需要を予測計算し，
それと有期性預金の予想される増加額とを対比させ，前者より後老が大きいと
きには，住宅ローソ以外の資金運用をいかに進めるかを検討しているのであ
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　このようなことは米国の商業銀行のことであるが，わが国でも次第に資金運
用面で住宅金融の比重の程度を考えなければならない時代がくると恩われる。
　なお既往ローソの金利の調整問題については既に（1）で述べたが，米国では多
くの商業銀行は，わが国の住宅金融専門会杜の場合と同様，住宅ローンの金利の
変更をプライム・レートのそれと結びつけている。しかし現在では，借季側を
納得させるためには銀行のコソトロール外にあるインジケィターを採用すべき
で，たとえば国債の利子に違動させた方がよいという見解もあるL，またイン
フレヘッジという見地から，住宅金顧の金利ないし月々の返済分を消費者物価
指数の動きに結びつけたらよいとする見解もある。このようなことをわが国の
金融機関も将来一考を要することになるだろ㌔
　さらに米国の商業銀行では，住宅はそれが実際に担保とLて使われるよりも
長い生命をもつものであるし，また財産としての価値増加も他の資産よりは通
常夫きいのであるから，全返済が終るまで待つことなく，一定額の返済が進ん
だところで，新規の貸付の担保として，これを再利用することを許すことなど，
借手の便宣を図る仕組の開発に努力がなされているが，このような点も犬いに
参考にすべきである。
4．教育ローン
　昭和52～53年にかげて間題となった消費者金融に教育ローンがある。これま
でにも教育ローン（進学目一ソ，育英ローソ，学資ロー：■淀どという名称も使
われている）を独立させてやづてきた機関もあったが（52年9月末では地銀9
行，相銀29行であったといわれる），多くの金融機関ではr使途を限定しない
消費者ローソ」のなかで，教育資金需要に応じてきたのである。それが何故に
r教育膚一ン」として改めたやり方にしたのかというと，その契機を与えたも
のは，52年5月の郵便貯金金利の引下げの際に，時の郵政大臣が郵便貯金を源
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資とする教育ローンの構想を打出したことにある。すなわち郵政大臣がかかる
構想を打出した根拠の一つとして，民間金融機関による教育資金融資が不十分
であることを指摘したので，民閻金融機関としては，かかる批判を避げるため
に教育ロー：■を充実させる必要があったのである。
　それでは実際にどのような具体化が行なわれたのであろうか。いま都銀・地
銀，相銀，信金の教育ローンの内容を示すと表5のごとくである。
　この表で各機関の教育ローンの内容はほぼ同じであることがわかる。すなわ
ち（1）対象者は高校以上の学校（信金だげは大学）に入学ないし在学する学生の
保護者であり，（2）入学金や授業料等，学校に納付する費用だけを貸し（この点，
農協の教育ローソが，学校に納付されるもののほか，下宿代等を含んでいるの
と違う），（3）融資額は300万円以内で，（4）期間は5年迄であり，（5）金利は各機関
によって決定の仕方その他に違いはあるが，実質的には大きな相違はなく・（6）
いずれも保証会杜による保証をバックにしてい乱
　金融機関の消費者ローンにっいては，従来から消費者の生活に一層密着した
ローソの充実が叫ばれてきた。この意味では各機関による教育ローソの整傭は，
杜会的にみて歓迎される方向であるといえよう。しかL利用者サイドからその
内容をみると，未だ改善の余地がないわげではない。というのは，貸出期間が
5年迄となっているが，もしもこれが6年ないし7年ぐらいに延長できれば，
学生が卒業Lてから得る所得で返済金の一部去まかなうことができ，憩資対
象者（学生の保護者）にとっても月々の返済額の点で軽減されるし，学生にも
育英資金的意味を理解させることにたろう。消費者ローンの金利をできるだげ
低くすることは望ましいが，それによって期間が長く孜ることを抑えることは
一考を要することで，消費老にとっては月々の返済額がどのくらいであるかが
最も大きな関心婁であるから，金利と貸付期間とがうまくバランスをとるよう
にすることが，金融機関にとって重要であるが，これは特に教育・コーンについ
ていえると考える。
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5．　サラ金問題
　ごく最近，消費者金融業界の問題としてクローズアヅプされているのは，い
わゆるサラリーマソ金融である。ことに〈2＞でみたように銀行による新型ロ
ーンの開始，すなわちキャッシュ・カードを媒体にした小口金融への進出が，
サラ金業界に大きな影響を与えていることは事実である。銀行の新型目一ンの
金利ば，既述のように年9％であるから，もしもこれがこんご大々的に遂行さ
れるようになれば，金利のきわめて熟・サラ金業は競争の上で不利な立場に追
いやられるからである。
　サラ金業について現在間題、となっていることには二つあると考える。その一
つは，この経営が届出制で誰でも簡単に営業ができるということであり，いま
一つばその金利がきわめて高いということであ飢
　まず第一の問題点であるが，現在サラ金業に適用されている法律である出資
法（出資の受入，預げ金及び金利等の取締等に関する法律）によれば，営業は
大蔵大臣に届け出さえすればよいことになっている（実際には同法第10条で，
犬蔵大臣のこの権隈は都道府県知事に委任されている）。すなわち，どんな人
格でも，また資本金がいくらでも，届け出さえすればよいのである（この届げ
出数ば52年9月現在では実に16万を越えているといわれるが，廃業届けをして
いないものが相当多いL，現に営業している実数は明確ではない）。ここに時
に新聞沙汰になるような悪徳業者がはびこる素地があるといえる。
　次に第二の問題の金利であるが，サラ金業は上記した出資法を拠りどころと
Lて，日歩30銭（年利109．5％）まで利息を取ることができる（現在日歩20～
28銭ぐらいのところが多い）。Lかし周知の通り利息制限法では，10万円未満
の貸付については年利20％（10万円以上100万円未満は年利18％，100万円以
上は年利15％）以上は取れないことになっている。つまりサラ金業は出資法に
よる金利と利息制隈法による金利とのあいだの一種のグレイ・ゾー：■（灰色地
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帯）で営業しているわけである。
　そこで第一の間題については，現在の届け出制を免許制に直すことが必要で
あり，第二の問題については，出資法に拠る金利と利息制隈法に拠るそれとの
あいだをいかに調整するかがポイソトになる。しかしこの二つのことはそれぞ
れ別々のことではない。というのは，サラ金業を免許制にすることに反対する
意見があるが，その有力な理由として，サラ金業は金利の点で上記したような
グレイ・ゾーンのところで営業しており，Lかも矛回息制隈法を越えた金利につ
いては，遇去の判例ではサラ金業者が保護きれないケースが多く，このような
法的保護を受けないよ5なものに，当局が許可を与えて育成する二とには問題
が残るということが挙げられているからである。
　もちろん現在のサラ金業界をそのま割こしておいて免許制にすることには間
題があるし，といって，届け出制のま重放置Lておくことは，消費者保護の立
場からも許されない。そこで一定の時問的経遇を織りこんだ強い法的措置が必
要であろう。できれば米国の消費者金融会杜（cOnSu㎜er肋a皿ce　cO㎜panies）
を律する小口貸付法のごときものの制定が望まれる。＝7〕
　犬蔵省は53年3月に全銀協，地銀協，信託協会，相銀協，全信協，生保協会，
損保協会の7金融団体に対し，サラリーマン金融業著への融資について自粛を
要誇Lねそれは既述のようにサラ金業は大手のものでも年70％台の金禾Oで，
かかる高利に対する杜会的批判が高まっているし，また出資法の上隈である
109，5％を越える違反金利で検挙されたり，厳しい債権取立てで杜会的問題と
なっているものもあるからである。
　現在，大蔵省は外資系消費老金融会杜のわが国への上陸を許している。そし
て52年7月には日本アブコ・ファイナソシャル・サービスが，また53年4月に
はジャバン・ハワイ・ファイナソスが，さらに8月には日本ベネフィシャル・
コーポレーショソが，年利48％で営業を開始している。かかる外資系金融会杜
の上陸は，わが国サラ金業の整理に影響を与えるものと思われる口
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　なお，いわゆるサラ金業者ではないが，信販会杜やクレジヅト・カート会杜
は，その金利は一般にサラ金業着よりは低いが，利息制隈法を越える金利で貸
付（ローソ）をしていることが相当に多い。しかもこれらは本来の業務である
割賦債権の買取りや消費老に対する代金立替え払いなど以上に，ローンの方向
に力を注いでいる。そこでこの方面についてもこんご問題が展開されると思わ
れる。
　以上，われわれはごく最近においてわが国消費者金融分野にあらわれた新現
象にっいてみてきた。そしてこれらの現象が，消費者金融の発展過程において
当然現われるべきものであったことも理解できたであろう。そこでこのような
新しい発展を全体的にまとめ，消費老金融に新しい秩序づけをすることが，こん
ご金融機関にとっての大きな課題であり，またそれが消費者への真のサービス
につながるものといえよう。帽〕
注（1）いずれの銀行の新型ローソも，50万円まではキャッシュカードカミ利用できるほか，
　　かかる顧客に150～200万円までを別口で窓口を通し貸出すルートをつくっている。
　（2）最近・目本信販はじめ多くの信販会杜が，本来の業務である割賦債権の貿取りと
　　同時に，顧客への直接貸付（日一ソ）に力を注ぐ傾向がみられる。
　（3）クレジット・カードがいかに若年層に歓迎されているかは，昭和49および50年度
　　における目本割賦協会の調査等によっても明らかである邊
　（4）回転式信用の特色については拙稿「日米爾国における割賦販売の概況」　（日本商
　　店連盟「チケットビジネスマニュアル」52牢10月）等を参照されたい。
　（5）住宅金融の金利は，借手である消費老の側からのみならず，住宅金融に景気調整
　　手段としてのスタピライザー的機能を果させる点からも検討する必要がある・この
　　点については拙著「消費者金融」　（目本経済評論杜，53年8月）第5章を参照され
　　たい。
　（6）この具体的た一例としては，The　Future　of　Commercial　BaIlking，edited　by
　Wray　O．Candilis，1975，pp．76～78を参照邊
（7）米国の消費者金融会杜は，近年，商業銀行の傘下に入る傾向がみられるが，これ
　　については拙稿「個人金融活発化の背景と今後」（「金融ジャーナル」1978年上期増
　　刊号一53年8月）を参照されたい。
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（8）わが国における消費者信用全体の動向については拙稿「消費老信周制度の発展と
　間題点」（rジュリスト」N0－664－53年5月）を参照されたい。
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